
 

 

 

令和元年１２月２日 

東日本高速道路株式会社 

 

令和元年度 技術研究助成の公募について 
 

ＮＥＸＣＯ東日本（東京都千代田区）は、高速道路空間をいつでも安全・安心・快適・便利にご利用

いただけるよう、さまざまな技術開発を進めております。 

このたび、高速道路の安全性向上への活用・応用などが期待できる技術的な研究を広範囲の  

分野から公募し、助成することとしましたのでお知らせします。 

 

１． 対象となる研究 

以下のテーマのいずれかを選択して下さい。 

【共通テーマ】 

高速道路の安全性向上への活用・応用が期待できる研究 

 

    【特定テーマ】 以下の①、②のいずれかを選択して下さい。 

     ＡＩなどのＩＣＴ技術を活用した、高速道路事業（維持管理・建設）における以下の研究 

①業務効率化に資する研究 

②防災・減災に資する研究 

 

    ※社会的に生産性向上や働き方改革が求められる中、高速道路の維持管理業務や建設業務

の効率化を目指しています。また、近年、甚大な被害をもたらしている自然災害に対する   

防災・減災への対応が求められていることから、これらの課題解決に向けて、発展が目覚ま

しいＡＩなどのＩＣＴ技術を活用した研究を提案いただきたく、特定テーマを設定します。 

 

２． 対象者 

大学、高等専門学校に所属する研究者 

 

３． 公募期間 

令和元年１２月２日（月）から令和２年１月１５日（水） 

※助成対象の決定通知は、令和２年２月末頃の予定です。 

 

４． 助成対象期間 

決定の翌日から令和３年２月２８日 

 

５． 助成金額 

１件につき、３００万円以内 

 

６． 公募に関するお問い合わせ 

ＮＥＸＣＯ東日本 技術研究助成事務局 Ｔｅｌ. ０３-３５０６-０２８０ 

 

詳しい内容につきましては、「ＮＥＸＣＯ東日本 技術研究助成 実施要綱」（別添）をご覧くだ

さ い 。 実 施 要 綱 や 申 請 書 な ど の 様 式 は 、 Ｎ Ｅ Ｘ Ｃ Ｏ 東 日 本 コ ー ポ レ ー ト サ イ ト   

（http://www.e-nexco.co.jp/）からダウンロードできますので、併せてご覧ください。 

http://www.e-nexco.co.jp/


0 
 

 

令和元年度 

NEXCO 東日本 技術研究助成 

 

実施要綱 
 

 

 

公募期間  令和元年 12 月 2 日(月)～令和 2 年 1 月 15 日(水) 

助成対象期間 決定の翌日～令和 3 年 2 月 28 日 

 

 

 

令和元年 12 月 

NEXCO 東日本 

 

 

 

 

 

 

【技術研究助成申請書の提出、お問い合せ先】 

  東日本高速道路株式会社 

     技術本部 技術･環境部 技術企画課内「技術研究助成事務局」 

   〒100-8979 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビルディング 

      TEL 03-3506-0280 FAX 03-3506-0344 

 

※案内、実施要綱のダウンロードはこちらから   http://www.e-nexco.co.jp 

http://www.e-nexco.co.jp
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Ⅰ NEXCO 東日本 技術研究助成制度について 

 

１．目的 

 当社は、高速道路空間をいつでも安全・安心・快適・便利にご利用いただけるように、様々な技術

開発を進めております。 

 この技術研究助成制度は、高速道路の安全性向上への活用・応用などが期待できる技術的な研究を

広範囲な分野から公募し、助成させていただくものです。 

 

２．助成の対象 

 下記のいずれかに関する研究を対象として公募します。 

・高速道路の安全性向上への活用・応用が期待できる研究 

・AIなどの ICT 技術を活用した、高速道路事業（維持管理・建設）における以下の研究 

①業務効率化に資する研究 

②防災・減災に資する研究 

 

※社会的に生産性向上や働き方改革が求められる中、高速道路の維持管理業務や建設業務の効率化

を目指しています。また、近年、甚大な被害をもたらしている自然災害に対する防災・減災への

対応が求められていることから、これらの課題解決に向けて、発展が目覚ましいＡＩなどのＩＣ

Ｔ技術を活用した研究を提案いただきたく、特定テーマを設定します。 

 

３．助成の対象者 

 助成対象とする研究代表者及び共同研究者は、助成対象期間において、大学、高等専門学校に所属

する研究者とします。ただし、学生は対象から除外します。 

 

４．助成の額 

 助成額は１件につき、300 万円以内とします。 

 

５．申込み件数 

 １人（共同研究の場合は１研究グループ）あたり１件とします。 

 

６．公募・審査・通知の流れ 

 (1) 技術研究助成は公募で実施します。応募の方法等については、「Ⅱ 令和元年度 NEXCO 東日本 

技術研究助成の募集について」を参照下さい。 

 (2) NEXCO 東日本は受理した申請書を社内に設置する「技術研究助成審査会」において審査します。

なお、必要に応じて調査を実施します。 

 (3) 技術研究助成の採・否ならびに助成額は当社で決定のうえ、結果を問わず、事務局から申請した

研究者に通知します。なお、NEXCO 東日本は助成の決定にあたり必要な条件（ヒアリング等）を付

すことができるものとします。 

 

７．技術研究助成の義務 

 (1) 技術研究助成を受けた研究者（以下「助成研究者」という。）は、研究期間満了後１ヶ月以内に、

活動の成果として最終報告ならびに会計報告として以下の書類を提出していただきます。 

   1) 技術研究助成成果（様式－３①②） 
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   2) 助成金に関する決算報告書（様式－４） 

   なお、成果報告書は日本語で作成して下さい。 

 (2) 最終報告を提出後、NEXCO 東日本において開催する「成果報告会」に出席のうえ、研究の成果に

ついて報告していただきます。 

 (3) 助成決定から概ね半年後を目途に、NEXCO 東日本において開催する「中間報告会」に出席のうえ、

研究の状況について報告していただきます。 

 (4) NEXCO 東日本は助成期間中、必要により報告（支出状況も含む）を求めることがあります。 

 (5) 助成研究者が、助成期間終了後または期間中に成果を公表する場合は、NEXCO 東日本の助成を受

けた旨を明記するとともに、発表先の情報と論文等（PDF データ）を NEXCO 東日本まで提出して下

さい。 

 

８．助成金の使途・管理 

 (1) 助成金の使途は当該研究に直接必要な経費に限ります。その内訳は、人件費（研究者本人、長期

雇用人に係るものは除く）、資料費、調査費、旅費交通費（海外渡航費用および「７．技術研究助成

の義務」における報告のための旅費は除く）、消耗品費、通信費、印刷製本費、謝金、借料・損料、

論文投稿料等とします。備品購入は助成の対象といたしません。詳細は別添資料を参考にして下さ

い。なお、判断のつかないものに関しては、事前に NEXCO 東日本に問い合わせて下さい。 

 (2) 助成金の受入及び支出の管理は、法人等組織の助成金振込口座で行い、決算報告書（様式－

４）の支出証明は、法人等組織の助成金振込口座を取り扱う会計責任者等が行って下さい。ま

た、助成金の支出根拠となる学内の支出関係書類、領収書（コピー可）、銀行振込書、納品書等

の提出を求める場合があるので、これらの関係書類については適切に保管して下さい。 

 

９．権利等の帰属 

 (1) 技術研究助成で得られた成果は、特に定めない限り助成研究者に帰属します。ただしNEXCO東日

本は、公益の目的その他のために当該研究成果を公表できるものとします。 

 (2) 技術研究助成で得られた成果により生じる特許権等にかかる第三者に対する責任は助成研究者

に帰属するものとします。 

 (3) 技術研究助成で得られた成果に関する特許権等の出願に関しては、NEXCO東日本は一切関与しま

せん。 

 (4) 技術研究助成で得られた成果により生じた事故等に関する責任をNEXCO東日本は一切負いませ

ん。 

 

１０．決定の取り消し等 

 (1) 技術研究助成対象の研究開発について、下記の事項が発生したときは、助成の決定の全部もし

くは一部を取り消し、またはその決定内容もしくはこれに付した条件を変更します。 

   ①助成金の他用途への使用。 

   ②助成の決定の内容又はこれに付した条件違反。 

   ③決定後の事情の変更により、助成研究者が研究を行うことが困難となったとき。 

 (2) 助成の決定を取り消した場合には、研究の当該取り消しに係る部分に関し交付した助成金につ

いて、期限を定めてその全部または一部を返還していただきます。 
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１１．事故等の届け出 

 下記の各項目に該当する場合は、遅滞なくNEXCO東日本に届け出て下さい。NEXCO東日本で対応

を検討し、その後の処置を助成研究者と協議します。 

   ①助成対象の研究開発が予定の期間内に完了しないことが明らかになったとき。 

   ②助成対象の研究開発の遂行に重大な支障を及ぼすと認められる事故が発生したとき。 
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技術研究助成費目一覧表 

費目 内容 備考 

人件費 資料整理、実験、測定、実態調査、集計作業

等の研究補助作業者に対する人件費 

研究者本人、長期雇用に係るも

のは除く 

資料費 研究に必要な図書、文献、マイクロ・フィル

ム、写真等の資料購入費 

 

調査費 アンケート調査、実験・試験、機械設計、プ

ログラム開発等の一部または全部を外部に委

託する際の経費、データ処理やシミュレーシ

ョンを外部に委託する際の経費 

 

旅費交通費 助成研究の実施上必要な日本国内での出張

（調査、会議出席）にともなう交通費、宿泊

費 

海外渡航費用および「７．技術

研究助成の義務」における報告

のための旅費は除く 

消耗品費 １点10 万円未満の器具等消耗品費用 

例）一般事務用文具、分析・測定用の試薬・

試料、市販のプログラムソフト、試作品制作

のための部材・部品、研究用車両の燃料等 

 

通信費 電話、ファックス、インターネット等に要す

る通信費、資料等の運搬費 

 

印刷製本費 調査票、調査マニュアル、研究成果等の印刷

費および文献・文書資料等の複写費 

 

謝金 共同研究者以外の研究者からの助言・協力に

対する謝礼、被験者に対する謝礼 

謝金の総額は原則30万円以内。 

 

借料・損料 実験・試験の機材、コンピュータ、車両等の

リース費用、会議等の部屋代 

 

論文投稿料 学会への論文投稿費用、その他必要な費用 投稿する学会名を記入して下さ

い。 

管理費用 助成金の管理に要する事務費用 

 

助成金の管理を大学の事務局等

に委託する場合のみ計上 

※ 上記の規定によるが、項目に該当しない経費等で不明の場合は NEXCO 東日本と相談すること 
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Ⅱ 令和元年度 NEXCO 東日本 技術研究助成の募集について 

 

１．実施スケジュール 

 (1) 公募期間は、令和元年 12 月 2日（月）から令和 2年 1月 15 日（水）までとします。 

 (2) 助成対象の決定通知は、令和 2年 2月末頃の予定です。 

 (3) 助成期間は、決定した翌日から令和 3年 2月 28日までです。 

 

２．申請手続き 

 (1) 助成を希望する研究者は、所定の申請書（様式－１①②④⑤⑥）（共同研究の場合は様式－１

③を追加）に必要事項を記入の上、書類とその電子データ各々一式（電子媒体はCD、DVD類とす

る、USBやメディアカードは不可）を、NEXCO東日本へ郵送により提出するものとします。公募期

間中の消印有効です。なお、申請書は日本語で作成して下さい。 

   また、セキュリティ上の都合からメールによる申請書の受付は行っておりません。 

 (2) 申し込み件数は１人（共同研究の場合は１研究グループ）あたり１件とします。 

 (3) 申請書の提出先・問い合わせ先は以下のとおりとします。 

   〒100-8979 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビルディング 

    東日本高速道路株式会社 

     技術本部 技術･環境部 技術企画課内「技術研究助成事務局」 

      TEL 03-3506-0280 FAX 03-3506-0344 

      http://www.e-nexco.co.jp 

 

３．申請書に記載された個人情報の利用目的について 

 申請書に記載された個人情報は、申請者への連絡、情報提供のために使用します。 

 ただし、取得した個人情報のうち、氏名、所属機関名及び役職名は、当事業の広報のために刊行

物、報告書、ホームページ等で公表し、第三者に提供することがあります。 

 以上の事項に同意した上で申請していただくようお願いします。 

 

４．助成金交付手続き 

 (1) 助成金は、助成研究者からNEXCO東日本へ請書（様式－２①②③）を提出していただいた時点で

交付します。本様式のほか、大学への寄付金申込書が必要な場合はご準備下さい。 

 (2) 助成金は決定通知後すみやかに助成研究者の指定する口座に振込みますので、助成金の受け入

れ方法を申請書（様式－１①）に記入して下さい。 

 

 

http://www.e-nexco.co.jp


 

 

整理番号： 

様式－１①                                  
令和   年   月   日 

 

NEXCO 東日本 技術研究助成申請書 

 

東日本高速道路株式会社 

社 長  小畠 徹 殿 

    

申 請 者      〒 

住  所   

所  属 

 

ふ り が な       

氏  名                  印 

 

 

 貴社の技術研究助成金を受けて、下記のテーマについて研究を実施したいので申請いたし

ます。 

 

記 

 

１．申請テーマ（いずれかに○をお願いします） 

 （１）共通テーマ ：高速道路の安全性向上への活用・応用が期待できる研究 

 （2-1）特定テーマ ：AIなどの ICT 技術を活用した、高速道路事業（維持管理・建設）における 

業務効率化に資する研究 

 （2-2）特定テーマ ：AIなどの ICT 技術を活用した、高速道路事業（維持管理・建設）における 

防災・減災に資する研究 

 

２．助成研究名                                         

 

３．助成金要望額   要 望 額   金           円 

 

４.助成金受入れ方法（いずれかに○または記入をお願いします） 

（１）奨学寄附金 

（２）その他（具体的に                       ）



 

 

整理番号： 

様式－１② 

 

助成研究者経歴 

 ふりがな 

氏  名 

  

                     印 生年月日 

大 正 

昭 和    年  月  日 

平 成 

連絡先 

（〒   －     ） 
E ﾒｰﾙ： 

 

TEL： 

 

FAX： 

勤務先 

（所属） 

 

学部・学科まで御記入ください。 職名 

最終学歴 

 

学部・学科まで御記入ください。 

 

学位等 

 

 

 

研究歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な関連

著書・論

文・研究発

表等（注） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）研究課題に関連した論文(日本語)１編を添付して下さい。なお、研究課

題に関連した論文がない場合は、代表的な論文(日本語)を１編添付して

下さい。 



 

 

整理番号： 

様式－１③                                 

 

共同研究者経歴 

  ふりがな   

氏  名 

  

                     印 生年月日 

大 正 

昭 和    年  月  日 

平 成 

連絡先 

（〒   －     ） 

 

 

 

 

 

E ﾒｰﾙ： 

 

TEL： 

 

FAX： 

勤務先 

（所属） 

 

学部・学科まで御記入ください。 

 

 

職名 

最終学歴 

 

学部・学科まで御記入ください。 

 

学位等 

 

 

 

研究歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な関連

著書・論

文・研究発

表等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※共同研究者が２名以上の場合は適宜追加して下さい。 



 

 

整理番号： 

様式－１④ 

  研 究 計 画 書 （その１） 

助成研究名  

特記事項 
（本研究が大きな研究の一部、他機関の助成等を受けている場合記入ください。） 

 
 

 
 
 

研究の 
目的・意義 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
研究の概要 

 
 
 
 

キーワード [                                                        ] 
 
 
 
 
 

 
 

 
研究内容 
の新規性 

 

（既往の研究の概観） 
 
 



 

 

整理番号： 

様式－１⑤ 

  研 究 計 画 書 （その２） 

 
 
 
 
 
 
 

 
  

研究手順 
 

研究のフローチャート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
主な研究手段 

実験、事例調査・分析、シミュレーション、数値解析など主な研究手段のキー

ワードを記入してください。 
 
全体の研究期間 

 

 
    着手   年    月 ～ 終了   年    月 

 
 
研究の今後の展開 
 
 

 
 

 
 
研究成果の活用 

 
 
 

他団体等からの 
助成受給状況 今回申請する研究が、既に他団体等から助成を受けている場合、団体名と助成

金額を記入してください。 



 

 

整理番号： 

様式－１⑥                                 

研究費用予定内訳書 
科  目 金  額 内    訳 

人件費 

  

資料費 

  

調査費 

  

旅費交通費 

  

消耗品費 

  

通信費 

  

印刷製本費 

  

謝 金 

  

借料・損料 

  

論文投稿料 

 投稿する学会名 

[                                      ] 

  [                                      ] 

管理費用 

  

合計 

  

（注）実態に即して作成して下さい。 



 

 

整理番号： 

様式－２①              

 

請    書 

 

令和   年   月   日 

 

東日本高速道路株式会社 

社 長  小畠 徹 殿 

 

 

               申 請 者      〒 

               住  所  

                

                

                

               所    属 

 

               ふ り が な       

               氏  名                   印 

                

 

 

 

令和   年   月   日付   助成番号   第     号 

 

助成研究名 「                               」 

 

助成金額 

 

上記の技術助成研究については、NEXCO 東日本 技術研究助成実施要綱及び申請書等に従っ

て誠実に実施致します。 

 



 

 

整理番号： 

様式－２②                                 

助成金振込先通知書 

                         

令和   年   月   日 

東日本高速道路株式会社 

社 長  小畠 徹 殿 

 

                 所  属※１  

                 役 職 

                 氏 名                    

 

助成研究名「                                                  」 

助成研究者名                   

 

上記技術研究助成金の受入れ方法（次の１または２を○で囲んで下さい。） 

     １．奨学寄附金 

     ２．その他（具体的に                   ） 

 

下記口座振込みにより、お支払い下さい。 

 

振 込 銀 行 名 
 

支   店   名 
 

 預金種類○印  普通預金  当座預金 その他（        ） 

口   座   名   義 ※２ 

ふりがな                                 

 

口   座   番   号 

 

※１ 助成金振込先通知書は、法人等組織の助成金振込口座を取り扱う会計責任者が行って

下さい。 

※２ 法人等組織の助成金振込口座を記入。助成研究者の個人名の口座は不可。 

印 



 

 

整理番号： 

様式－２③              

 

助成研究の予定工程表 
 

 

申請書に従って、下記の工程表のとおり実施致します。 

令和   年   月   日 

助 成 番 号 

 

第     号 

助 成 研 究 名 研究者・所属 

  

 

 

 

 

研究項目 

令和    年 令和 年  

備考 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1 0 1 1 1 2 １ 2 

               

               

               

               

               

               

               

               

 

〈記入例〉 予定工程は実線で記入 

 

１．○○の調査 

             

 

 



 

 

整理番号： 

様式－３①                       

  

NEXCO 東日本 技術研究助成成果報告 

 

令和   年   月   日 

東日本高速道路株式会社 

社 長  小畠 徹 殿 

 

申 請 者      〒 

住  所  

 

 

 

所  属 

 

ふりがな 

氏  名                 印 

                                           

 

                                     

 

令和   年   月   日付   助成番号   第     号 

 

助成研究名 「                               」 

 

上記の技術助成研究は、令和   年   月   日に完了いたしましたので、下記書類を

添えて報告いたします。 

 

－ 記 － 

 

１．成果報告書               １部および電子媒体 1 式 

２．成果報告書の要約（様式―３②）     １部および電子媒体 1 式 

３．助成金に関する決算報告書（様式―４）   １式 



 

 

整理番号： 

様式－３②  

成  果  報  告  書  の  要  約 

 

助 成 番 号 

 

第     号 

助 成 研 究 名 研究者・所属 

  

キーワード 

 

 

 

（研究目的） 

 

 

 

（研究手順） 

 

 

 

 

 

（研究成果） 

 

 

NEXCO 東日本ホームページに掲載する可能性があるため、研究目的、

研究手順、研究成果など、一般の方にもわかりやすいようにして下

さい。 

枚数は１～２枚程度でまとめて下さい。 

 

          理解を助けるために、図表、写真などを貼付してください。 

 

 



 

 

整理番号： 

様式－４                                

助成金に関する決算報告書 

助 成 番 号 
 

第     号 

助 成 研 究 名 研究者・所属 
 
 
 

 
 
 

科  目 
金   額 

摘   要 
計 画 実 績 

 
人 件 費 

   

 
資 料 費 

   

 
調 査 費 

   

 
旅費交通費 

   

 
消 耗 品 費      

   

 
通 信 費 

   

 
印刷製本費 

   

 
謝   金 

   

 
借料・損料 

   

 
論文投稿料 

  投稿した学会名 
[                            ] 
[                            ] 

 
管理費用 

   

  
合   計 

   
（単位：円） 

 

 

 

令和  年  月  日 

上記のとおり相違ないことを証明します。 
 

会計責任者 所 属 

役 職 

氏 名                  印 


